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一
に
つ
い
て 

第
一
に
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
。
以
下 

 

「
感
染
症
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
（
以
下
「
エ
イ
ズ
と
い
う
。
）
の 

 
 

 
 

患
者
及
び
そ
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
無
症
状
の
も
の
（
以
下
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
」
と
い
う
。
）
（
以
下 

 
 

「
エ
イ
ズ
の
患
者
等
」
と
総
称
す
る
。
）
を
診
断
し
た
医
師
か
ら
、
当
該
エ
イ
ズ
の
患
者
等
の
年
齢
、
性
別
、
感
染
経
路
等 

 
 

に
つ
い
て
都
道
府
県
知
事
等
に
届
出
が
行
わ
れ
、
こ
れ
が
厚
生
大
臣
に
報
告
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
厚
生
省

に
お
い
て
は
、
「
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
を
含
む
）
発
生
届
に
係
る
病
状
に
変
化
を
生
じ
た
事
項
に
関 

 

す
る
報
告
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
一
年
三
月
十
九
日
健
医
疾
発
第
三
十
号
厚
生
省
保
健
医
療
局
エ
イ
ズ
疾
病
対
策
課
長
通 

知
）
に
よ
り
、
同
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
報
告
さ
れ
た
症
例
に
つ
い
て
病
状
の
変
化
を
診
断
し
た
医
師
に
対
し
、
都
道
府
県

知
事
等
に
病
状
の
変
化
の
状
況
を
報
告
し
、
都
道
府
県
知
事
等
が
こ
れ
を
厚
生
省
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
感
染
症 

お
尋
ね
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
厚
生
省
に
お
い
て
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
患
者
及
び
感
染
者
の
診
断

並
び
に
医
薬
品
の
使
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
感
染
症
の
発
生
の
二
つ
の
観
点
か
ら
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

衆
議
院
議
員
家
西
悟
君
提
出
血
液
製
剤
に
よ
る
感
染
被
害
の
救
済
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 一 

 



 

法
施
行
前
に
お
い
て
は
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
予
防
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
二
号
。
以
下
「
旧
エ
イ
ズ

法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
エ
イ
ズ
の
患
者
等
を
診
断
し
た
医
師
か
ら
、
同
様
に
都
道
府
県
知
事
等
に
報 

 

告
が
行
わ
れ
、
厚
生
省
に
お
い
て
は
、
「
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
予
防
に
関
す
る
法
律
の
運
用
上
の
留
意
事
項
に
つ
い 

て
」
（
平
成
元
年
二
月
十
日
健
医
感
発
第
十
四
号
厚
生
省
保
健
医
療
局
疾
病
対
策
課
結
核
・
感
染
症
対
策
室
長
通
知
）
に
よ 

 

り
、
こ
れ
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
と
と
も
に
、
報
告
さ
れ
た
症
例
の
病
状
の
変
化
に
つ
い
て
も
報
告
を
求
め
て
い
た
。
ま

た
、
旧
エ
イ
ズ
法
施
行
前
に
お
い
て
は
、
「
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
」
（
昭
和
五
十
九
年
九
月
二
十
日
健
医
発
第 

 

三
百
四
十
九
号
厚
生
省
保
健
医
療
局
長
通
知
）
に
よ
り
、
医
療
機
関
に
対
し
て
、
エ
イ
ズ
の
患
者
等
を
診
察
し
た
と
き
は
感

染
経
路
等
に
つ
い
て
都
道
府
県
に
届
け
出
る
よ
う
協
力
を
求
め
て
い
た
。 

こ
れ
ら
の
報
告
又
は
届
出
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
本
年
六
月
二
十
七
日
ま
で
の
間
に
厚
生
省
に
お
い
て
報
告
又
は
届
出
を
受

け
た
件
数
は
、
エ
イ
ズ
を
発
症
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
の
う
ち
推
定
さ
れ
る
感
染
経
路
が
輸
血
で
あ
る
と
報
告
又
は
届
出
が

さ
れ
た
も
の
が
累
積
で
十
五
件
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
う
ち
推
定
さ
れ
る
感
染
経
路
が
輸
血
で
あ
る
と
報
告
又
は
届
出
が
さ
れ

た
も
の
（
後
に
エ
イ
ズ
を
発
症
し
た
と
認
め
ら
れ
た
者
が
一
部
含
ま
れ
る
。
）
が
累
積
で
三
十
一
件
で
あ
る
。 

第
二
に
、
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
七
十
七
条
の
四
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
の
製
造 

二 

 



 

二
に
つ
い
て 

業
者
若
し
く
は
輸
入
販
売
業
者
又
は
外
国
製
造
承
認
取
得
者
若
し
く
は
国
内
管
理
人
は
、
そ
の
製
造
し
、
若
し
く
は
輸
入 

 
し
、
又
は
承
認
を
受
け
た
医
薬
品
に
つ
い
て
、
当
該
品
目
の
使
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
感
染
症
の
発
生
で
厚
生
省
令
で

定
め
る
も
の
を
知
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
厚
生
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
医 

 

薬
品
等
安
全
性
情
報
報
告
制
度
へ
の
御
協
力
に
つ
い
て
（
お
願
い
）
」
（
平
成
九
年
五
月
十
五
日
薬
発
第
六
百
三
十
三
号
厚 

 

生
省
薬
務
局
長
通
知
）
に
よ
り
、
平
成
九
年
七
月
一
日
か
ら
、
す
べ
て
の
医
療
機
関
及
び
薬
局
を
対
象
に
、
医
薬
品
の
使
用 

 
 

に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
感
染
症
の
発
生
を
知
っ
た
場
合
の
自
発
的
な
報
告
（
以
下
薬
事
法
第
七
十
七
条
の
四
の
二
に
基
づ

く
報
告
と
当
該
報
告
を
合
わ
せ
て
「
医
薬
品
に
よ
る
感
染
症
報
告
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ 

 

で
あ
る
。 

平
成
九
年
度
及
び
平
成
十
年
度
に
お
い
て
、
厚
生
省
に
医
薬
品
に
よ
る
感
染
症
報
告
に
お
い
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
に
関
し
輸
血

用
血
液
製
剤
の
使
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
と
報
告
さ
れ
た
件
数
は
四
件
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
投
与
さ
れ
た
血
液
製

剤
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
た
血
液
の
保
存
検
体
が
存
在
し
た
三
件
に
つ
い
て
は
、
核
酸
増
幅
検
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
の
核
酸
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三 

 



 

お
尋
ね
の
輸
血
用
血
液
製
剤
に
よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
被
害
者
に
対
す
る
救
済
事
業
に
つ
い
て
は
、
財
団
法
人
友
愛
福
祉
財
団

（
以
下
「
財
団
」
と
い
う
。
）
が
行
う
血
液
製
剤
に
よ
る
エ
イ
ズ
患
者
等
の
た
め
の
救
済
事
業
（
以
下
「
救
済
事
業
」
と
い 

 

う
。
）
に
お
い
て
、
薬
事
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
薬
品
の
製
造
業
の
許
可
又
は
同
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定 

す
る
医
薬
品
の
製
造
品
目
の
変
更
等
の
許
可
を
受
け
て
輸
血
用
血
液
製
剤
の
製
造
を
行
う
日
本
赤
十
字
社
が
製
造
し
た
輸
血

用
血
液
製
剤
（
以
下
「
日
本
赤
十
字
社
が
製
造
し
た
輸
血
用
血
液
製
剤
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
エ
イ
ズ
患
者
等
を
対
象
と
し 

 

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

財
団
が
行
う
救
済
事
業
の
う
ち
日
本
赤
十
字
社
が
製
造
し
た
輸
血
用
血
液
製
剤
に
よ
る
エ
イ
ズ
患
者
等
に
係
る
給
付
に
要

す
る
費
用
は
、
日
本
赤
十
字
社
が
財
団
に
対
し
拠
出
を
行
っ
て
お
り
、
財
団
か
ら
委
託
を
受
け
た
機
構
は
、
給
付
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
の
請
求
に
基
づ
き
、
厚
生
省
医
薬
安
全
局
に
設
置
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
被
害
判
定
委
員
会
に
、
給
付
の
請
求
を 

お
尋
ね
の
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・
研
究
振
興
調
査
機
構
法
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
五
十
五
号
）
附
則
第
八
条
第
一

項
の
必
要
な
事
業
を
行
う
者
は
財
団
で
あ
り
、
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・
研
究
振
興
調
査
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い 

 

う
。
）
は
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
団
の
委
託
を
受
け
て
同
法
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
救
済
給
付
に
準
ず
る
給
付
の 

 

事
業
（
以
下
「
給
付
の
事
業
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四 

 



 

四
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

医
薬
品
に
よ
る
感
染
症
報
告
に
よ
れ
ば
、
平
成
九
年
度
及
び
平
成
十
年
度
に
お
い
て
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
の
感
染
に
関
し
血
液
製
剤

の
使
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
と
報
告
さ
れ
た
件
数
は
、
百
二
十
三
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
九
十
件
は
、
患
者
の
再
検

査
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
な
い
こ
と
又
は
当
該
血
液
製
剤
の
使
用
前
か
ら
Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
も
の
及
び
投
与
さ
れ
た
血
液
製
剤
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
た
血
液
の
保
存
検
体
の
核
酸
増
幅
検
査
等
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
の
核
酸
が
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
又
は
保
存
検
体
の
Ｈ
Ｃ
Ｖ
の
遺
伝
子
型
等
と
患
者
が
感
染
し

た
Ｈ
Ｃ
Ｖ
の
遺
伝
子
型
等
と
が
一
致
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

行
っ
た
者
が
輸
血
用
血
液
製
剤
に
よ
る
エ
イ
ズ
患
者
で
あ
る
か
ど
う
か
そ
の
他
医
学
的
判
定
を
求
め
た
上
で
、
支
給
を
決
定

し
て
い
る
。 

お
尋
ね
の
血
液
製
剤
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
以
下
「
Ｈ
Ｃ
Ｖ
」
と
い
う
。
）
の
感
染
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
厚
生 

 
 

省
に
お
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
医
薬
品
に
よ
る
感
染
症
報
告
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

お
尋
ね
の
血
液
製
剤
全
般
に
よ
る
感
染
被
害
の
救
済
制
度
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
平
成
六
年
十
二
月
に
当
時
の
厚
生
省
薬 

五 

 



 

 

六 

務
局
が
設
置
し
た
「
血
液
問
題
検
討
会
」
に
お
い
て
、
そ
の
下
に
「
健
康
被
害
専
門
委
員
会
」
を
設
置
し
て
同
月
か
ら
平
成

七
年
十
一
月
ま
で
六
回
に
わ
た
り
、
輸
血
用
血
液
製
剤
に
よ
る
健
康
被
害
及
び
そ
の
対
策
に
つ
い
て
の
現
状
説
明
及
び
意
見

交
換
を
行
っ
た
が
、
具
体
的
な
対
策
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
議
論
に
は
至
ら
ず
、
そ
の
後
平
成
八
年
十
月
に
当
時
の
厚

生
省
薬
務
局
が
設
置
し
た
「
血
液
行
政
の
在
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
に
お
い
て
も
、
今
後
の
血
液
行
政
の
新
た
な
展
開
に

向
け
て
の
在
り
方
に
つ
い
て
幅
広
く
議
論
を
行
っ
た
が
、
血
液
製
剤
に
よ
る
感
染
被
害
の
救
済
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
の
特

段
の
議
論
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
中
央
薬
事
審
議
会
企
画
・
制
度
改
正
特
別
部
会
に
お
い
て
は
、
平
成
十
年
三
月
以
降
十
五

回
に
わ
た
り
今
後
の
血
液
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
る
が
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
一
部
の
委
員
か
ら
血
液
製

剤
に
よ
る
感
染
被
害
の
救
済
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
今
後
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 お

尋
ね
の
今
後
の
方
針
及
び
担
当
責
任
者
に
つ
い
て
は
、
同
特
別
部
会
の
審
議
の
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
適
切
に
対
処
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 


